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Salesforce & JIRA Server Connector

1.インストール
2.アプリケーションリンク
3.接続設定
4.既存のSalesforce オブジェクト（ケース）と課題の同期
5.課題からSalesforce オブジェクト（ケース）を作成
6.オブジェクトの自動同期について

以下に記載する内容は、 のチュートリアル（動画）とほぼ同じです。ServiceRocket
チュートリアル（動画）：https://www.youtube.com/playlist?list=PLSsEoY2C9uz74rwc__nDgGqaojNT-dwVI

1.インストール

JIRAに管理者権限でログイン
歯車アイコン⇒アドオンを選択
Salesforceで検索
Salesforce & JIRA Server Connectorの「無料トライアル」ボタンをクリック
ライセンス生成＆適用
歯車アイコン⇒アドオンを選択
サイドメニューからCLOUD CONNECTORS（Licensing）を選択し「ADD」ボタンをクリック
Connector Licensの「Manage」ボタンをクリック

 
 

Connector License Detailsにて、CurrentLicenseがVALIDになっていること。

JIRA課題とSalesforceオブジェクトの連携アドオンです。下記のような機能があります。

JIRA課題と Salesforceオブジェクト（Caseなど）の項目マッピング
JIRA課題に Salesforceオブジェクト（Caseなど）のリンクを設定
JIAR課題から Salesforceオブジェクト（Caseなど）を作成
JIAR課題の更新をSalesforceオブジェクト（Caseなど）に反映
Salesforceオブジェクト（Caseなど）からJIRA課題を作成　 Salesforce側でAPI開発が必要　チュートリアル有
Salesforceオブジェクト（Caseなど）の更新をJIRA課題に反映　 Salesforce側でAPI開発が必要　チュートリアル有

https://www.youtube.com/user/ServiceRocket
https://www.youtube.com/playlist?list=PLSsEoY2C9uz74rwc__nDgGqaojNT-dwVI


9.  Connector License Detailsにて、CurrentLicenseがVALIDになっていること。
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2.アプリケーションリンク

Salesforce にログイン
私の設定⇒個人用⇒「私のセキュリティトークンのリセット」を選択
「セキュリティトークンのリセット」ボタンをクリック　※Salesforce
のアカウントのメールにセキュリティトークンが送信される（参考：https://help.salesforce.com/articleView?id=user_securi

）ty_token.htm&type=0
JIRAに管理者権限でログイン
歯車アイコン⇒アプリケーションを選択
サイドメニューからアプリケーションリンクを選択
アプリケーションリンクの設定画面にて、SalesforceのURLを入力し「新しいリンクを作成」ボタンをクリック

警告ダイアログで「続行」ボタンをクリック

 
 

https://help.salesforce.com/articleView?id=user_security_token.htm&type=0
https://help.salesforce.com/articleView?id=user_security_token.htm&type=0
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アプリケーション名（任意）とアプリケーションタイプ（Salesforce.com）を入力して「続行」ボタンをクリック

アプリケーションリンクの一覧にて、鉛筆アイコンをクリック
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送信認証設定にて、SalesforceのUsernameとPasswordを入力
このときPasswordの末尾に３で発行したセキュリティトークン情報を続けて入力する必要がある。

 
アプリケーションリンクの一覧からTestを選択
設定が成功している場合はConnection successfulと表示される。
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3.接続設定

JIRAに管理者権限でログイン
歯車アイコン⇒アドオンを選択
サイドメニューからCLOUD CONNECTORS（Connections)を選択
Name（任意）、ExternalSystem(Salesforce.com)を設定して、「Add」ボタンをクリック

ApplicationLink（前項で作成したリンク）を選択し、「Add」ボタンをクリック

「Back to Connection List」ボタンをクリック
 

Cloud Connections 画面にて、「Test」ボタンをクリック
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Cloud Connections 画面にて、「Test」ボタンをクリック
設定が成功している場合はConnection successfulと表示される。

Cloud Connections 画面にて、「Wizard」ボタンをクリック
Salesforce側の連携対象の項目（ここではケースを選択）し、SF連携対象のJIRAプロジェクトを選択し、「Create
Configurations」ボタンをクリック
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「click here」リンクをクリックしするとWizardによって作成されたデフォルトのフィールドマッピング設定が確認できます。

 

サイドメニューから「Mapping
Schemes」リンクをクリックするとWizardによって作成されたデフォルトのマッピングスキーム設定が確認できます。
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4.既存のSalesforce オブジェクト（ケース）と課題の同期

課題詳細画面から、「その他」をクリックし、「Manage Application Link」を選択

Subject（Salesforce のケースの件名または、ケース番号）を入力し、「Addケース」ボタンをクリック
※Subject入力でRemoteIDは自動的に設定される。　
　RemoteIDはSalesforce でケース画面のURLに表示される。例）https://XXX.salesforce.com/5006F00001Kt4U6

「Pull Changes」リンクをクリック
Salesforce のケースとの同期が成功すると画面上部に「Successfully synchronized data.」と表示される。

 

https://ap4.salesforce.com/5006F00001Kt4U6


3.  

4.  同期完了後の表示

【同期元：Salesforce のケース】

　　　【同期先：JIRAのケース】　
　　　件名、説明がSalesforceのケースの内容で上書きされた。
　　　また、Salesforce のケースのケースコメントがJIRAのコメント欄に追加された。

　　　

 

 



 

今回の同期設定の例では、 Mapping設定された環境で同期を実行したので、優先度は同期されなかった。件名と説明の項目のみ
同期対象の項目を変更したい場合は、CLOUD CONNECTORS（Mappings)にてSalesforce
のケースと課題のフィールドのマッピング設定を行う必要がある。

Salesforceのケース情報は自動同期されないので、毎回Pullする必要がある。（自動同期するには、APIを組む必要がある）

コメントは自動同期できる。（ MappingsのSettingsにて、コメントの自動同期、既存コメントのアップデート、添付Configure 
ファイルの同期などが設定できる）
参考：  https://docs.servicerocket.com/display/CFSJ/Configuring+the+Settings+for+Mappings

https://docs.servicerocket.com/display/CFSJ/Configuring+the+Settings+for+Mappings
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5.課題からSalesforce オブジェクト（ケース）を作成

課題詳細画面から、「その他」をクリックし、「Manage Application Link」を選択

「Create Newケースfrom this Issue」ボタンをクリック

 

下記のようにSalesforce にケースが追加されます。



3.  下記のようにSalesforce にケースが追加されます。

 



6.オブジェクトの自動同期について

Salesforce（ケース）⇒課題
データ更新を検出するトリガが無いので自動同期できない。（自動同期したい場合は、RestAPIを作成するなどの開発が必要）
下記のNBの設定を行えば、Salesforceのケース画面の上部に「Synchronize to JIRA」ボタンが表示できる。
https://docs.servicerocket.com/display/CFSJ/Synchronizing+Salesforce.com+data+with+JIRA

チュートリアルに沿ってSalesforce のケース画面にJIRA課題との同期用のボタンを追加してみました。
Salesforceの構成を理解している方なら簡単に設定できると思われます。 

課題⇒Salesforce（ケース）
Mapping設定項目の更新、トランジション実行をトリガに自動同期する。

 https://docs.servicerocket.com/display/CFSJ/Synchronizing+JIRA+Issue+Automatically

https://docs.servicerocket.com/display/CFSJ/Synchronizing+Salesforce.com+data+with+JIRA
https://docs.servicerocket.com/display/CFSJ/Synchronizing+JIRA+Issue+Automatically
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